
研究概要と進捗状況（中間の2024年度時点）

環境政策等への貢献: 本課題で導出される、共通MPの作成およびそれを用いた毒性試験法、および得られるMPの毒性
データは、国際的に活用されることが期待され、環境政策への貢献は大きい。今後、本成果は環境省海洋プラスチッ
クごみによる生物・生態系影響リスク評価検討委員会における検討資料として、さらに環境省のマイクロプラスチッ
クス規制基準値の検討において、本研究成果であるSSDモデルの試算結果の活用が期待される。第５回国連環境総会再
開セッション（UNEA5.2）（2022年2月開催）では「プラスチック汚染を終わらせる：法的拘束力のある条約に向け
て」が採択された。それに呼応して条約づくりのための政府間交渉委員会（INC）が設立され、2024年末までに最大限
入手可能な科学的知見および優良事例の抽出や科学的情報等の提供メカニズム等の検討を行うとしている所に活用さ
れると期待される。
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九州大学、土木研究所、産業総合研究所、海洋生物環境研究所 
マイクロプラスチック共通試料の作製、海洋生物への有害性評価とその総括 

水産技術研究所
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国立環境研究所
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MPに対する種の有害性感受性分布


